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やどりき水源林・森の案内人（定例）観察会のお知らせ（費用等負担はありません） 

毎週土曜･日曜の午前１０時と午後１時から「NPO法人かながわ森林インストラクターの会」会員が水源林をご案内します。

やどりき水源林ゲート前までお越しください。なお、冬季（１２月・１月・２月）は安全確保のため休止します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

滝郷ノ滝。水量は豊かで滝壺の底も見えます。 

集会棟の対岸、寄沢右岸の茂み(写真中央)に、名滝が  

隠れています。 

５２９ヘクタールの水源の森からのホットな情報発信 

やどりき水源林ニュース 

夏の に「たき」の音を尋ねて 
 「滝の音」に涼しさを感じて、俳諧の夏の季語にな

ったのは、どうやら大正時代以降の事のようです。 

和歌も同様。 

評論家・山本健吉氏によれば、『万葉集』に出て来

る「滝」は、今日いわれている「滝」ではなく、「早

瀬」「急流」の事とか。 

平安期の崇徳院の「瀬を早み 岩にせかるる滝川

の われても末に あはむとぞ思ふ」も、たぎるよ

うに、沸き立つように流れている川を指し、今日言

うところの滝は「垂水」（たるみ）と言ったそうです。 

そうだったのか、バシッ！（膝を打つ音です）。 

やどりきの名物「滝郷ノ滝」って、「急流の郷」を

締めくくる、最後の「垂水」だったんだ！（個人の

感想です）。 

そうです、やどりき水源林には、檜岳(ひのきだっ

か)の水を集める、滝郷ノ滝という、三段 17m の名

滝があります。 

  

梅雨の雨が静かに降る中、大好きな沢と滝の水音

に、身を浸すように歩いてみました。 

集会棟の前から川原に降り、対岸の滝郷ノ滝を見に行き

ます。連日の雨で川が増水し、渡渉は濡れざるを得ません。  

あ～、冷たい。出発前にスプレーしたヤマビルファイタ

ーが流れてしまったのが気になるなぁ。 

この日は梅雨の合間のじめじめした天候で、あの憎まれ

っ子のヤマビルが、スタンディングオベーションで迎えて

くれていますので、ビクビクです。 

滝郷ノ滝をご覧になりたい方は森の案内人と一緒にお出

かけ下さい。渡渉用の橋を架け、安全に濡れずに渡れます。 
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滝郷ノ滝上流部に掛かる丸太橋から見上げます。 

 

 

                                                

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               たぎる水は滝壺に向かい身を躍らせて落ちて行きます。                

（NPOかながわ森林インストラクタ―の会「森の案内人」情報発信グループ 174号担当 竹内明彦） 

9月の水源林 

9月21日（土）に「やどりきの森へ行こう 第2回」が開催されます。 

今回のテーマは「渓流に棲む生き物を探そう」。水棲生物観察と滝見学を行います。水の音をお楽しみ下さい。 

小田急新松田駅北口8:30集合。駅前から水源林までバス利用 （運賃各自負担：片道620円） 

8:40松田駅出発。15:10頃新松田帰着予定。 

●往復はがき、またはE-mailで先着順にお受けします。9月7日（土）締切。 

お申し込みが２０名に満たない場合は中止となります。  

住所：〒243-0018 厚木市中町2-13-14 ｻﾝｼｬｲﾝﾋﾞﾙ 604 NPOかながわインストラクターの会 

 E-mail：k-inst0981@friend.ocn.ne.jp 

今年は長梅雨だったせいか、檜岳からの水量が豊

富で、水が空中に飛び出して、パラパラとスローモ

ーションで見るように落ちてきます。 

水の粒が煌めきながら舞って、宙を漂うようで

す。那智や華厳などの巨大な滝では味わえない、等

身大の滝なのです。 

シャバシャバシャバ。小さな滝壺に落ちる音が、

体を優しく包んで、心を静めてくれます。 

この水はどこから落ちてくるんだろう？そんな

好奇心を満足させてくれるのが、周遊歩道A。地図

に従って周遊歩道Aに入ります。 

 

寄沢や、水郷ノ滝の上流の沢のせせらぎが、消え

たり、大きくなったり。多彩な音が楽しめます。 

静かだなぁ。30 分程歩くと、滝郷ノ滝の上流に

ある丸太橋に到着。 

丸太橋から上流を見ると、まさに「岩にせかるる

滝川」。岩に妨げられ急流となって、たぎり立つよ

うに流れている川なのです。森の静けさに吸い込ま

れていくような沢の音にウットリ。(写真左) 

丸太橋から下流を見ると、たぎる水は身をうねら

せながら、滝壺へと落ちて行きます。(写真下) 

おお、遙か先から滝音が幽かに聞こえて来るでは

ないですか。 

  

 

こうして、滝郷ノ滝は寄沢に注ぎ込まれていき

ます。 

 

そして、夏の川原では…滝とせせらぎの音に負

けない子供達の歓声が聞こえる夏がやって来まし

た。清流遊びは子供を興奮させますね。 

 8 月の森の案内人は「水の中の生きものたちを

探す」をテーマにして、週末に大人も子供も楽し

める観察会を行っています。 

 大人は「やどりきの水の音」に涼んで、癒やさ

れて下さい。 

 

川原や滝を前に「ボーッとしていても」、誰にも

叱られませんよ。 

  


